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〈誌上発表並びに学会発表〉

内科 〈誌上発表〉

年|月 '=b、
"/111 文 名 著 者 雑誌名〔巻， (号)頁~頁〕

2008 I 3 

総合診療科

慢性甲状腺炎を合併し，推定発症から50年

を経て副腎不全症状で発見された下垂体前

葉機能低下症の I例

吉田梨恵子，伊海貴子 ITokushima Red Cross Hospital 

島田 直，金崎淑子 IMedical Journal 13 ( 1 )・105-110

吉田 智則，新谷 保実

宮 恵子，長田 淳一

3 I症候編 るいそう 新谷保実，松本俊夫|内科診断学(福井次矢，奈良

信雄，編)，p . 2 15~222，医学

書院

3 I疾患編 10.神経性食思不振症 新谷保実，松本俊夫|内科診断学(福井次矢，奈良

信雄，編)， p. 922~923 ， 医学

書院

1 I血液科

高リスク群骨髄異形成症候群に対する低用 |尾崎敬治，近藤 絵里|今日の移植21(l) : 56~ 8 
量Ara-C+ M-CSF療法 |原 朋子，後藤哲也

代謝・ 内分泌科

3 Iシェーグレン症候群，慢性甲状腺炎を合併 伊海貴子金崎淑子 |TM山 CrossHospital 

し， 緩徐進行 I型糖尿病を発症した多]J泉|生 島田 直，近藤絵里 MedicalJ ournal 13 ( 1) : 37 -42 

自己免疫症候群3型の l例 吉田 ~Mi' l'! 1j ，新谷保実

呂 恵子，長田 I、字ム一

林 正

3 I甲状腺腫を伴い，劇症 l型糖尿病様の発 山本英司新谷保実 |TMMdCMm
症 -経過を示した非自己免疫性 l型機尿病 村上尚嗣，鳥田 直 MedicalJournal13( 1) : 65-71 

1例 近藤絵里，吉田 智則

金崎淑子，宮 恵子

長田 淳一

3 I慢性甲状腺炎を合併し， 主に視床下部 -下 新谷保実，金崎淑子 ホルモンと|臨床56(増)内分
垂体茎部病変による下垂体機能低下症をき 首別首洋平，吉田 智則 泌クリニカル・カンファラン

たした 2例 城野 良三，宮 ス 48 : 1O~ 20 

5 I 5 他の疾患や病態に起因する糖尿病 |宮 恵子新谷保実 日本臨床問刊 3):恥
7)インスリン抵抗性 ・耐糖能異常を伴う 金111奇 淑子 580 

遺伝性症候群 f. Klinefelter症候群
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年 j守 号H乙Ill》l、 文 名 著 者 雑誌名〔巻， (号)頁~頁〕

代謝・内分泌科

2008 8 徳島市医師会の糖尿病対策 鶴尾美穂，小松まち子 四国医学雑誌 60(3，4) : 

中Wfi )勝則J， 藤田菩史 117~ 121 

坂東智子，田山正例1

豊111奇 M.lil，丸岡 重代
久米夕起子，高山江理芳

藤中 t.lt-，粟飯原賢一
三原正朋，木内美瑞穂

松本俊夫，赤池税史

小杉知里，保坂 利男

船木 真理，白布11 敦久

新谷保実，藤中真一

野間 喜彦，島 健二

川島 周
ーーーー ー ー-- ーー--ーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー』ー

消化器科

3 最近4年間に当科で入院加療を行った急性 一宮 JlIl子， 桑山 泰治 Tokushima Red Cross Hospital 

勝炎121症例の検討 島田 直，近藤絵里 Medical Journal 13 ( 1) : 5 ~ 9 
j京 朋子，後藤田康夫

金崎淑子，吉田哲' ~IJ

尾111奇敬治，新谷保実

佐藤幸一，後藤哲也

lヨ 恵子，長田 淳一

内科 (学会発表〉

年 jヲ I貝 J哩 名 1、ffii 者 寸一二戸 正zz〉、 ~I 

総合診療科

2008 6 血清ニコチン酸が正常値であったペラグラ 桑山 泰治，野々木JlI~子 第98回日本内科学会四園地方

の l例 後藤田康夫，佐藤幸一 会， 徳島

長田淳一

6 慢性炎症性脱髄性多発ネ111経根炎を合併した 福永直人，島田 l直 第98回日本内科学会四国地方

小細月包肺:Jtf:の l例 吉田 智則， 金111奇淑子 会，徳島

新谷保実，宮 恵子

河野徹也， illJ'寺 裕之

11 高アンモニア血症による意識障害をきたし 康ì~現 H~ ， 111本英司 第99回日本内科学会凹園地方

た閉塞性尿路感染症の l例 近藤絵里，金111奇淑子 会，松山

新谷 {果実，宮 恵子

長田 淳一，奈路田拓史
『ーー『ー--- --・--ー ー--ーーーーーーー--ーーー『 ・ ーーー骨骨・・ーー骨ーー--・----ーー圃ー・岨喧曲ーーー』ーーーーーーーーーーーーーーーー ー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーー--ーーーーーーーーーーーーーーーー

血液科

6 頚部硬膜外血)J重を合併した特発性血小板減 別宮浩文，原 朋子 第98回日本内科学会四園地方

少性紫斑病 (ITP)のI例 石橋直子，尾崎敬治 会， 徳島

後藤哲也，村上 尚嗣

島田 直，近藤絵里

新谷 f果実

10 高齢者T細胞リ ンパ芽球性白血病の再発 j京 jjJj子，石橋直子 第70回日本血液学会総会，京

例に対するネララビンの使用経験 尾111奇敬治，後藤哲也 者日

152業績目録 Tokushima R巴dCross Hospital I¥IIedical Journal 



年|月 演 題 宅I I寅 者

血液科

2008 112 1 Random四 dPhase II Trial Co町 a訂r引nn山n昭gI SL臼un

Cy戸州c!ospoαn凶ne(CSP) and Ta肌削Cαrη叶叫O凶limus(T AC) I Fuk王【uda T， Hag釦iwaraS 

for Methotrexate (MTX) -Free Graft-I Komatsu T， Goto T 
Versus-Host Disease (GVHD) Prophylaxis I Ueda y， Ito T 
after AUogeneic Transplantation from a I Hino M， Sunami K 
Matched Related Donor (MRD) with a I Tanosaki R Mori S 
Reduced-Intensity Regimen Containing I Kami M， Tajima K 
Cladribine and Busulfan I Takaue Y 

代謝 ・内分泌科

~. 
寸L

L'-_ 
:z:;; 名

50th Annual Meeting of the 

American Society of Hema-

tology， San Francisco， CA 

USA 

2 I徳島市医師会の糖尿病対策 |鶴尾美穂 小松ま 肝|第2山 島医学会学術集

中瀬勝則， 藤田 善史会，徳島

坂東智子，田山正{EIJ
豊111奇 纏，丸岡 重代

久米夕起子， 高山江理芳

藤中雄一，架飯原賢一

三原 正月月，木内美瑞穂

松本 俊夫，赤池 雅史

小杉知里，保坂 利男

船木 真理，I主!神 敦久

新谷保実，藤中長一

野間 喜彦，鳥 健一

川島 周

3 Iポリープ様声術 ・睡眠時l!¥l，呼吸症候群を合 新谷保実百 恵子 |印刷内分泌代謝 Up

併した甲状腺機能低下症 金|崎淑子，島田 直 date，高知|

吉田 智則，仁|コ瀧恵実子

埴it-iJ 昌毅， 中上亜紀
加島健司，長田 j享一

5 Iアイソトープj酬に糖尿病コン1ロ-1宮 恵子釦Ii奇淑子第81回日本山学会制
と慢性炎症性疾患が改善した Graves病の 新谷 保実，大西 範生会，青森

2症例

5 I 2型糖尿病患者の血清高分子量Adipon巴ctll1 新谷保実，金111奇 淑子 第51回日本糖尿病学会年次学
(Ad)濃度の測定 :BMI.総 Adi盟度カ 山本英司， 島田 直 術総会，東京

テゴリ 一別の検討 近藤絵里，吉回 答'miJ
呂 恵子，長田淳一

5 I重症低血糖からの回復後に騨発作が重積|金崎淑子新谷保実 第51回日本糖尿病学会年次学
した糖尿病の 2症例 島田 直，UJ本英司 術総会，東京

近藤絵里，吉田智則

邑 恵子
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年 UQ 者 名

鶴尾美穂， 小松まち子

中瀬勝則，m奪回善史

坂東智子， EEI山 正伸

豊111奇 機，丸岡重代

久米夕起子，高山江理芳

藤中 雄一，粟飯原賢一

三原 正朋，木内美瑞穂

松本俊夫，赤池 雅史

小杉知|里，保坂利男

船木真理，白神敦久

新谷保実，藤中異一

野間 喜彦，島 健二

川島 周

6 1慢性C型肝炎に対するペグ ・インター|山本英司，島田 直|第98回日本内科学会凹園地方
フエロン (PEG-IFN)とリパビリン併用|谷脇 |監博，近藤 絵里 |会，徳島
療法中に l型糖尿病を発症した l例 |金崎淑子，新谷保実

宮 恵子，吉田智則

長田淳一，桜井えっ

2008 

月| 演題名

代謝・内分溜科

5.1市民向けHPを使った徳島市医師会の糖尿
病対策への取り組み

6 1血液透析を導入し，チアゾリジン誘導体に|島田
より男性化徴候が軽減したインスリン受容|金111奇

体異常症A型疑診例 |ー森

阪田

直，宮

淑子，吉田

敏弘，新谷

掌聖，?rlj野

学 ム一品

第51巨旧本糖尿病学会年次学

術総会，東京

恵子

智則

保実

芳夫

第98回日本内科学会四団地方
会，徳島

方地図四ム玄学
寸
寸
寸
ι

4
t
4
，
 

内本日

島

田

徳口
。口同d第
会

司

則

実

志

英
知
田
保
正

本

田

谷

川

山

士
口
新
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里

直

子

子

一

絵

淑

恵
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田

崎

田

近
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金
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長

嚢皮上，ノン北半たー
判
C見発機契を

例

病

l

尿

の

糖

胞

F
h
u
 

6 1 HbA1C 9 %以下の糖尿病に対する pioglita-I長瀬 教夫，小松まち子|第98回日本内科学会四国地方
zoneの効果について |新谷保実，吉田 健三 |会，徳島

矢田健太郎，日浅芳一

(徳島循環器 ・糖尿病

Joint Meeting) 

9 I Pioglitazoneにより無月経 ・男性化徴候の |島田
改善が認められたインスリン受容体異常症|山本

A型疑いの l例 |吉田

新谷

浦野

直，宮

英司，金111奇

智ll則， 一森

保実，阪田

芳夫

山
U

E
4
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年|月| 演 題 名 i寅 者 寸よ以<: izz 〉、 名

代謝・内分j必科

初08I 山糖コ ン トロ一明Il~\T~1

皮下l牒傷・脊椎カリエスが見wされた糖尿島田 直，三木浩和 国地方会，宇部
病の l例 金111奇淑子，新谷 保実

呂 恵子，近藤 治男

成瀬 掌

山素仰を契機に診断された l型糖尿病山本英司宮 恵子戸叩本糖尿病学会中国四

の1例 島田直，近藤絵里園地方会，宇部

吉田智則，金崎淑子

新谷保実，斎藤聖子

浦野芳夫

日 II附
ITP合併パセドウ病の l例 島田 直， 111本英司宮

近藤絵里，新谷保実

|凍 博敏，尾III*r 敬治

後藤哲也，山下型子

消化器科

5 I十二指腸狭窄で発症し，十二指腸動脈癌を |鳥田 直吉田智則|第94回日本消化器病学会総
認めた groovepancreatitisと考えられた |桑山 泰治， 一宮理子|会，福岡

l例 |後藤田康夫，金崎淑子

新谷保実， 佐藤幸一

宮 恵子，長田淳一

片岡孝一
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年 月 I貝 題 名 1員 者 学 izbz 、 名!

消化器科

2008 11 ループス腸炎 -腹膜炎を契機に診断された 進見宗一郎， 桑山 泰治 第90回日本消化器病学会四国

全身性エリテマ トーデスの 1171j 山本英司， 島田 直 支部例会，松山

野々木理子，後藤田康夫

吉田 智則iJ， 佐藤 幸一

長田 淳一，片岡 孝一

循環器科 〈誌上発表〉

年 |月
言、
日間I 文 ;7=， 著 者 雑誌名 〔巻， (号)頁~頁〕
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4 1 Crushステントとはどんな方法ですか ?

岸 宏一，日浅芳一 |南者|刊111介編 rpCIテ クニ ッ

ク，これは困ったど うしよ

うJ，pp110~ 111 ， 中外医学

杜， 東京

岸 宏一，日浅芳一 |商都仲介編 rpCIテクニ ツ

ク，これは困ったどうしよ

うJ， pp168~ 171 ， ':1コ外 医学

社，東京

8 1徳島県における急性IJiIi血栓塞栓の診断と治 |鈴木 直紀，日浅 芳一 |四国医学雑誌 64(3， 4): 

療の現状 徳島肺塞栓研究会による多施 |徳島Jlili塞栓研究会 1131 ~ 136 
設合同研究結果

4 1 KBTの方法を教えてく ださい.

Relationship of admission neutrophil count 1 Takahashi T， Hiasa Y 

to microvascular lI1Jury， left ventricular 1 Ohara Y， Miyazaki S 

dilation， and long-term outcome in pati巴nts1 Ogura R. Suzuki N 
treated with primary angioplasty for acute 1 I-Iosokawa S， Kishi K 

myocardial infarction 1 Ohtani R 

Circulation J 72 ( 6) : 867 ~ 

872 
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年|月 者 雑誌名〔巻， (号)頁~頁〕
きι
pslJ 文 名 著

2008 E妊ectsof smoking cessation 011 coronary I Hosokawa S. I-liasa Y 

endoth巴lialfunction in patients with recent I Miyazaki S， Ogura R 

myocardial infarction I Miyajima I-1. Ohara Y 
Yuba K. Suzuki N 
Takahashi T. Kishi K 

Ohtani R 

この症例をどうする?

Intern J Cardiol 128 ( 1 ) : 

48~ 52 

岸 宏一，日浅芳一 |カ テーテル治療 8(2) : 

133 ~ 141 

Acute hyperglycaemia prevents the pro-I Takahashi T. I-liasa Y I Heart 94 (12) : 1402 ~ 1406 
tective effect of pre-infarction angina on I Oha1'a y， Miyazaki S 
microvascular function afte1' prima1'Y an-I Mahara K， Ogura R 

gioplasty fo1' acute l11yocardial infarction. I Miyajima H， Yuba K 

Suzuki N. I-Iosokawa S 

Kishi K. Ohtani R 

I-Iuge pseudoaneurysl11 of deep femo1'al I Miki T， I-Iosokawa S 
a1'tery without histo1'Y of catheterization I Hiasa Y 

Ultrasonic strain versus coronary flow I Ohara Y， Furuno T 
velocity pattern for predicting regional I Takahashi T 

waLl 1110tion recovery after primary coro-I Hosokawa S. Hiasa Y 

nary intervention for acute l11yocardial 

infarction 

Eur Heart J 29( 2) : 149 

J Am Soc Echocar眉diogrtJ 

21 (12) : 1369~ 1375 

循環器科 〈学会発表〉

名 者 学 ム一
品

名年|月 I寅 I寅題

2008 I 2 I徳島県における急性肺塞栓の診断と治療の|鈴木 直紀，日浅 芳一 |第236回徳島医学会，徳島
現状 一多施設合同研究結果一 |他徳島肺塞栓研究会

3 I Impact of male gender on long-term out-I Ogura R. I-liasa Y I The 72" Annual Scientific Meet-
come in patients with Tako-tubo cardio-I Tobetto Y. Chin H I ing of the Japanese Circula-

myopathy I Miyazaki S， Miyajima H I tion Soci巴ty，Fukuoka 

Mahara K， Y u ba K 

Suzuki N， Takahashi T 

I-Iosokawa S. Kishi K 
Ohtani R 

3 I Impact of change of巴ndothelialfunction I Miyazaki S. Hiasa Y 
on adverse cardiovascular events after I Tobetto y， Chin I-I 
acute coronary syndrome I Mahara K， Ogura R 

Miyajima I-I， Yuba K 
SuzukiN，TakahashiT 

I-Iosokawa S. Kishi K 

Ohtani R 

The 72" Annual Scientific Meet-

ing of the Japanese Circula-

tion Society， Fukuoka 
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年 I負. 題 ~I 片山 者 学 A 
:r:'i 名

2008 I 3 I The impact of gender di妊erencein the I Hosokawa S， Hiasa Y I The 72'1 Annual Scientific Meet-
e妊ectsof preinfarction angina on v巴ntricu-I Tobetto y， Chin H I ing of the ]apanese Circula-
lar remodeling with reperfused myocar-I Miyazaki S， Ogura R I tion Society， Fukuoka 

dial infarction I Mahara K. Miyajima H 
Yuba K. Suzuki N 
Takahashi T. Kishi K 

Ohtani R 

3 I Improvement of insulin resistance reduces I Tobetto y， Hiasa Y 

drugモlutingstent restenosis I Chin H. Miyazaki S 
Mahara K. Ogura R 
Miyajima R. Suzuki N 
Yuba K. Takahashi T 
Hosokawa S， Kishi K 

Ohtani R. 

The 72叫AnnualScientific Meet-

ing of the ]apanese Circula-

tion Society， Fukuoka 

5 I短取h断層像から定量評価した心嚢液量 |細川| 忍 日浅 芳一 |第四日本超音波医学会神

小倉理代，馬原啓太郎戸

6 I閉塞加型L筋症に感染性L内膜炎を合福永直人 日浅芳一 |第町
併した l例 鈴木直紀，富別嘗洋平四国合同地方会，下関

|現1 博敏，宮崎晋一郎

馬原啓太郎，小倉理代

宮島 等，弓場健一郎

高橋健文， 細川 忍

l手: 宏一，大谷龍治

福村好晃，大谷 享史

来島敦史，菅野幹雄

6 I…メーカー植山|同行つ川下性陳 鰍日浅芳一 |第92回日本循環器学会中国
失神の1例 村上尚嗣，嘗別賞洋平 四国合同地方会，下関

宮崎晋一郎， 馬原啓太郎

小倉理代， 宮島 等

鈴木直紀，弓場健一郎

高橋健文， 細川 ヨUワ、

1平 宏一，大谷 龍治

6 I僧帽弁置換を要した左房内腿傷の l例 村上 尚嗣，日浅 芳一 |第92回日本循環器学会中匡|・
高H川 忍，嘗別賞洋平|四国合同地方会， 下関

|凍 博敏，宮崎晋一郎

馬原啓太郎， 小倉理代

宮島 等，鈴木直紀

弓場健一郎，高橋健文

岸 宏一，大谷龍治

福村好晃，菅野幹雄

来島敦史，大谷 享史
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年 月 i貝 題 iEI 演 者 子λx」， 正zz〉、 名

2008 6 複数の左房内!J重傷を認めた心臓腫蕩の l例 古川 尊子，日浅芳一 第92回日本循環器学会中国 ・
細JlI 忍，歯別嘗洋平 四国合同地方会，下関
|凍 1専敏，宮崎晋一郎
馬原啓太郎， 小倉理代

宮島 等，鈴木直紀

弓場健一郎， 高橋健文

1平 宏一，大谷龍治

菅野幹雄，来島敦史

大谷享史，福村好晃

6 大腿JJ奈禽動脈領域の慢性完全閉塞病変に対 弓場健一郎，1::1 浅芳一 第92回日本循環器学会中国 ・
するステント 治療の初期および慢性期成績 村上尚嗣，嘗別嘗洋平 四国合同地方会，下関

1東 博敏，宮崎晋一郎
馬原啓太郎，小倉 理代

宮島 等，鈴木直紀

高橋健文， 細川 忍、

1平 宏一，大谷龍治

6 下肢末梢動脈閉塞を合併した好酸球贈多症 嘗別賞洋平，日浅芳一 第92回日本循環器学会中国 ・
{長群の l例 村上尚嗣， 1凍 |専敏 四国合同地方会，下関

宮崎晋一郎，馬原啓太郎

小倉理代，宮島 等

鈴木 直紀，弓場健一郎

高橋健文，車III川 }アL3 、

戸F 宏一，大谷龍治

6 血液透析患者に発症し治療に難渋した感染 "1)井 陽，日浅芳一 第92回日本循環器学会中匡1.

性心内膜炎の 1例 村上 尚嗣， 歯別嘗洋平 四国合同地方会，下関

11束 1専敏，宮崎晋一郎
馬原啓太郎， 小倉理代

宮島 等，鈴木直紀

弓場健一郎， 高橋健文

キ111)11 忍，岸 宏一
ー『にJ合L、首~~i白， 

6 多発性筋炎の経過"1こ!に拡張型心筋症を発症 米田 浩平，日浅芳一 第98回日本内科学会四園地方

した l例 首別首洋平，宮島 等 会，徳島

弓場健一郎， 鈴木直紀

高橋健文， *1l1川 忍、

月山Z 宏一，大谷龍治

6 短期間に多発性動脈血栓症を発症した肥大 近藤研司， EI浅芳一 第98回日本内科学会四団地方
型心筋症の l例 大谷龍治，岸 宏一 会，徳島

細川 忍，高橋健文

鈴木直紀，弓場健一郎

宮島 等，小倉 理代

6 HbAlC 9 %以下の糖尿病に対する pioglita 長瀬敦夫，小松まち子 第98回日本内科学会四園地方
zoneの効果について 新谷保実，吉田健三 会， 徳鳥

矢田健太郎，1:1 浅芳一
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年 月 I寅 7芭 名 1!;Tt 者 学 iZL Z 名

2008 8 膜下性失神の2例 大西康貴，日浅芳一 第237回徳島医学会，徳島

*111)11 忍，村上 ~fJ !H，I~ 

~I" )11 U'文，嘗別首洋平
間i 博敏，宮111奇晋一郎

馬原啓太郎， 小倉理代

τE当l'Etn当J 等，弓場俊一郎

高橋健文，岸 宏一

大谷龍治

8 上大静脈症候群を契機に発見された心膜由 山口 真司，日浅 芳一 第237回徳島医学会，徳島
来と考えられる悪性リンパ種の I例 高橋健文，村上 尚嗣

~I") 11 貴文，首別賞洋平
|凍 |専敏，宮崎晋一郎

馬JJ主啓太郎，小倉迎!代
ぺ1一±一:I・I主EO1 等，弓場健一郎

キ111)11 72、 山芋 F万li:一

大谷龍治

8 薬剤溶出生ステント留置後生じた冠動脈癌 富井 優，日浅芳一 第237回徳島医学会，徳島
に22ヶ月後ステント血栓症を合併:した l例 小倉理代，村上 li!fj!ii，，，J 

中)11貴文，嘗別首洋平
|現1 |専倣，宮111奇晋一郎

馬l京啓太郎，宮島 生寸存?

弓場健一郎，高橋健文

高1lI)11 7マ1三マ、 山平 宏一

大谷龍治

9 The e妊ectsof atrovastatin on coronary en- Hosokawa S， Hiasa Y European Society of Cardiol-
dothelial function in patients with recent Murakami N， Tobetto Y ogy Congress 2008， Munch 
myocardial infarction Nakagawa T， Chen P 

Miyazaki S， Ogura R 

Mahara K Miyajima H 
Yuba K Takahashi T 
Kishi K. Otani R 

9 薬剤溶出性ステン ト留置後に生じた冠動脈 r.~1 )11 貴文，日浅芳一 第15回日本心血管イン ターベ
癒に22ヶ月後ステン ト血栓症を合併した l 高11I)11 忍，村上 尚!，洞 ンション学会，第5@]日本心
仔リ 首別箇洋平，陳 博敏 血管カテーテル治療学会"1"

宮111奇背一郎，馬)京啓太郎 国・ |盟国合同地方会，岡山
宮鳥 等，弓場i建一郎

高橋健文，岸 み、

大谷龍治

9 当院における Filtra[プ'~'1 による末梢保護の有 |現l I ~!;l敏， 日浅芳一 第56四日本心臓病学会，東京
用性について 村」二 尚嗣，賞別賞洋平

宮崎晋一郎，馬原啓太郎

小倉理代，宮島 等

鈴木直紀，弓場健一郎

高橋健文，細川 忍、

l山手: 宏一，大谷龍治
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111 “胸痛"を訴える 患者に対する故急処置法 |日浅 芳一 |第39回日本内科学会四国支部

生涯教育講演会，松山

11 1 Three田yearangiographic follow-up of pa-I Chen P. I-Iiasa Y I 8'" Jpn Cardiovasclar Cathe-

tients treated with sirolimus eluting stent I Murakami N. Tobetto Y I ter Therapeutics， Kyoto 
Nakagawa T， Miyazaki S 

Mahara K. Ogura R 

Miyajima H， Yuba K 

Suzuki N， Takahas~T 

Hosokawa S， Kishi K 

Otani R 

12 1正常冠動脈当院にもかかわらず虚血性左室|村上 尚嗣 日浅 芳一 |第93回日本循環器学会凹園地

jj通と考えられた l例 |宮崎晋一郎， 嘗別首洋平 |方会，松山

中川 賞文，1凍 |専j政

馬原啓太郎，小倉 迎!代

宮島 等，弓場健一郎

高橋健文， *111川 忍

岸 宏一，大谷龍治

地国回会
品
川一子器環下回

仇
引
V本

山

日
松
田句
会

第

方
一
平

文

郎

代

郎

一

芳

洋

貴

一
理

一
宏

首

晋

健

浅

別

川

崎

倉

場

日

告田

中

宮

小

弓

岸

生

忍

嗣

敏

郎

等

文

治

弥

尚

博

太

健

龍

14
1
 

戸
巳

川

上

原

島

橋
市
〈
口

笹

細

村

陳

馬

宮

高

大

T
」A
 

J
/」
旦
寸
ノイ
I
1
レ-T
 

刷
出診でCF

1
 

4
庁
L

V
心
ノ

生

[

府

の
皮
ス
の

シ

戸勺

一

・哨
H

ト
ト
'

部

イ

角

ロ

旧
広

三
、

外

ア

つL
寸
』
ム

地区」国ム一品
叫字器環

イ
宵
日

4
M
V
 

本

山

日
松
田

'

回

会

第

方
一
平

文

郎

代

郎

一

芳

洋

貴

一
理

一
宏

栓

田

辺

日

健

浅

別

川

崎

倉

場

日

嘗

中

宮

小

弓

岸

郎

文

嗣

敏

郎

等

忍

治

一
健

尚

博

太

龍

{

示

問

口

見

橋

上

原

島

川

谷

逸

高

村

陳

馬

宮

細

大

』

)

制
に

T
L

h

巴

pu

川川

Pム

。
司

a

B

m

 

-

O

 

ナム

'H

れ

ゆ

さ

y

断
川
診

引

に

飢
機

内

契

訂
を

m

向
田

町

貯

歪

液

バ

例

市説

ン

l

心

リ
の

円

4ーよ

VOL.l4 NO. 1 MARCI-I 2009 業績目録 161



年 月 I員 fm 名 1負 者 寸旦んー iZL Z 名

2008 12 急性骨髄生白血病に}li!i塞栓症を合併し化学 米田浩平，日浅芳一 第93回日本循環器学会四園地

療法後!1~t'l央した l 例 歯別賞洋平， 村上 尚嗣 方会，松山

中川 貴文，!凍 |前政

宮崎晋一郎， 馬原啓太郎

小倉 理代， 宮島 等

弓場健一郎，高橋健文

細JI! 忍，岸 宏一

大谷龍治

12 甘草湯が含まれる漢方薬による低カリウム 中川 貴文，日浅芳一 第93回日本循環器学会凹園地

血症によ り心室頻拍が誘発された 1例 村上尚HtJliJ，首別嘗洋平 方会，松山

陳 |専敏，宮111奇晋一郎

馬原啓太郎，小倉 理代

'ロ古~.1!白~J 等，弓場健一郎

高橋健文， 細川 }ヨ'2ρ 

j平 宏一，大谷龍治

心臓血管外科 (学会発表〉

年 月 演 題 宰! 1寅 者 学 izL z 名

2008 2 急性A型大動脈解liJIf'に対する弓部置換の 福村好晃，来島敦史 第38回日本心臓血管外科 学
妥当性はあるか? 菅野 111州i:，太谷 享史 会，福岡

6 術後遠隔期に小腸が心野嚢内へ陥入しイレ 来島敦史，福村好晃 第51回関西胸部外科学会，富-
ウスを発症した右胃大綱動脈使用CABG 大谷享史，菅野幹雄 111 
の l例 大住真敬，松枝 フ一山3て， 

6 高位上大静脈iffi流型PAPVCを合併した成 来島敦史，福村 好晃 第51回関西胸部外科学会， 富
人静脈洞型ASDに対する手術経験 大谷享史，菅野幹t，!t III 

大住真敬，松枝 主フす与て

8 大動脈癌を合併した成人大動脈縮窄の l手 福村好晃，大住 真敬 第39回日本血管外科学会中国
術例 松枝 崇，来島敦史 四国地方会， 111口

大谷 享史

8 胸骨に接した急性A型大動脈解離手術後 福村好晃，大住 真敬 第39回日本JIlI管外科学会中匡|
の仮性動脈癌に対する手術例 松校 崇，来島敦史 凹園地方会， 111口

大谷享史

9 弁輪拡大による ARと虚血性MRを伴っ 松枝 崇，大住 真敬 重症心不全に対する外科治療

た虚血性心筋症に対する左室形成術の 1例 来島敦史，大谷享史 セミナ一，徳島
稲村好晃

9 重症心不全に対する手術治療一当院の成 大谷享史，松枝 コア一叫山Fπ • 重症心不全に対する外科治療

主義 大住 真敬，来島敦史 セミナー，f!E.島
福村好晃

12 上腸間膜動脈閉塞症に対し大伏在静脈グラ 大住真1此松枝 足フすユて 第93回日本循環器学会凹園地
フ卜で血行再建を行った l例 来島敦史，大谷享史 方会， 松山

福村好晃
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年 月 1寅 題 名 1寅 者 ザ;=ョ. 4ヱ2ミ、 名

2008 12 OPCABを原則 とした緊急 CABG手術症 福村 好晃，大谷 享史 第22回日本冠疾患学会，東京
例のイ食言す 来島敦史，大住 真敬

松枝 連7FLC 

小児科 〈誌上発表〉

年 月 ず百、聞 文 名 著 者 雑誌名〔巻， (号)頁~頁〕

2008 3 ジアゾキサイ ド投与により改善した高イン 七依光市，梅本多嘉子 Tokushima R巴dCross Hospital 
スリン血性低血糖症の l例 杉本 真弓，松浦 里 MedicalJournal 13( 1) : 60 ~ 64 

東田 栄子，渡溢 力

中津 忠則1， 吉田 哲也

内藤悦tft

3 両側腎動脈塞栓術 を施行 したij¥Wi台性ネフ 松浦 里，阪田 掌聖 Tokushima Red Cross Hospital 
ローゼ症候群の l例 一森敏弘， 池LlJ 鎮夫 MedicalJournal 13( 1) : 49~ 53 

城野 良三，梅本多嘉子

七後光市， 杉本真弓

東田 栄子，渡溢 ブ〕

中津 忠則，吉田 哲也

3 小児における外来がん化学療法センターの 渡進 力， ;fl~ irlî 里 Tokushima R巴dCross Hospital 
利用 村上 尚嗣，杉本真弓 Medical Journal 13( 1 ) : 132 ~ 136 

七依光市，椀本多嘉子

東田 栄子， 中津 忠則

吉田 哲也，私|橋 由記

宮生 仁美

身体化障害の中学男子例 中津 忠則，梅本多嘉子 小児科臨床， 61( 6) : 101 ~ 

七依光市， *1二上 奈巳 105 
杉本 真弓， 松浦 里司

東田 好広， 吉田 哲也

小児科 〈学会発表〉

年 月 I寅 E買 名 演 者 ーザー ぷ工bZ、 ~， 

2008 2 ヨ1::血縁関l陪帯血移他拒絶後，I-ILA 1座不 岡村和美，渡溢 力 第30回日 本造血細胞移植学

一致母親から骨髄移植を施行 し，経過良 大西敏弘，渡辺浩良 会，大阪

好なJuvenile myelomonocytic leukemia 岩井朝幸，岩井 艶子

(JMML)のl例

6 過去4年間の当科における細菌性髄膜炎に 梅本多嘉子，吉田 哲也 第22回日本小児救急医学会，

関する検討と24時間救急体制 奈良

6 Ml)JI~性障害 と考え ら れた中学生男児例 七保光子11"，締本多嘉子 第130回日本小児科学会徳島

杉本 真弓，松浦 里 地方会，徳島

東田栄子，JlI人雅美

渡進 力，ヰ'i事 忠則
吉田哲也，西村 美緒

島川 清司，高芝 則子
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月 演 題 名 J県 者 学 iZZ A 名

2008 6 当院における RSウイルス感染症例の検討 杉本真弓，梅本多嘉子 第130回日本小児科学会徳島
七依光市，東田 栄子 地方会，徳島

川人雅美度過 力

I=IJì~~ 忠則， 吉田哲 也

6 箱庭療法を行なった小学生女児の不登校事 高芝 朋子， 中津忠則 第130回日本小児科学会徳島
例 吉田哲也 地方会，徳島

8 健康っくりに主体的に取り組む子どもの育 1:1こ1i，l~ 忠則 平成20年度全国養護教諭制究
成をめざした組織的な活動と連携の進め方 大会シンポジウム，鳥取

一学校医およびスクールアドバイザーの立

1嘉から一

10 CCLSG ALL 2000 MRD制究第一報:化学 山路荊l孝，横田昇平 第70回日本血液学会総会，京
療法中経時的に測定した骨髄微小残存病変 岡本 朋美，堀 詩j武 者1)

(MRD)の検討 山田朋美，下村保人

堀越泰雄，渡辺 期i
上山 潤一，犀川 太

岡田羽L彦，浅見恵子
百名付1之，多賀 法フヲて' 

渡迫 力，岩井朝幸

金兼弘和，菊田 敦

1~ll ì~~i 卓也，松下竹次
|現l 基明，子川 和宏

鶴湾正仁

11 CCLSG ALL 2000 MRD 研究:骨髄微小残 山路和孝，堀 詩成 第50回日本小児血液学会総
存病変 (MRD)量に よる化学療法層別化 横田昇平，岡本)jJJ美 会，千葉幕張
とその予後の関する検討 下村保人，堀越 泰雄

渡辺 新，浅見恵子

菊田 敦，犀川 太

松下竹次，多賀 法フヲてL 

百名付l之，岡田雅彦

|現l 基明，金兼弘痢|

i度進 力，上山 i問一
岩井朝幸，久野 友子

鶴様正仁

12 周期性発熱症候群 (PFAPA)と思われる 七保光市， 川人 雅美 第131回日本小児科学会徳島
l例 椀本多嘉子，杉本真弓 地方会，徳島

東田栄子，渡造 力

中津忠則，吉田哲也

中野誠一，加島健司

森 一|専

12 重度の貧血を契機に診断された漬傷性大腸 七保光i'li，梅本多嘉子 第131回日本小児科学会徳島
炎の l例 杉本真弓，東田栄子 地方会，徳島

川人雅美，iJ主溢 力

仁|咋|主忠則，吉田 哲也

島田 直，佐藤幸一

石本浩一
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年 I貝 題 名 lift 者 学 izz 》、 宅l

2008 虐待による と思われる“乳幼児揺さぶられ 梅本多嘉子，七依光市 第131回日本小児科学会徳島

症候群"の l例 杉本真弓，東田栄子 地方会，徳島

川人 雅美，渡進 力

中津忠則，吉田哲也

間l 142文，佐藤浩一
三宅

日 U パ性白血病の抑7吋症し|梅本多嘉子渡遍 力第削日本小児科学会徳島

t:.脳JI重傷 (anaplasticastrocytoma)の1例川人雅美， 七保光市地方会，徳島

杉本 真弓，東田栄子

I:I~ i半忠則1，吉田哲也
|音l 博文，三宅
山下型子，藤井義幸

里村 茂子，上回 |怪

12 1当院で経験した68，XXのl症例 東l王l栄子， 七候
梅本多嘉子，杉本

川人 雅美度遊

中津忠則，吉田

光市|第131回日本小児科学会徳島

真弓|地方会，徳島

力

哲也

12 I Augmented Therapy Based on PCR-MRD I Hori T， Yal1laji K I Annual Meeting Al1lerican 
Levels of Children with Acute LYl1l-I Yokota S， Okal1l0to T I Society of Hematology， San 

phoblastic Leukemia: A Report frol1l th巴 1Watanab巴A，Kikuta A I Francisco， USA 

]apanese Children's Cancer and Leukemia I Asami K. Horikoshi Y 
Study Group ALL 2000 MRD Pilot Study I Hyakuna N. Taga T 

NOl1lura K. Iwai A 
Watanabe T， Yanase T 

Saikawa Y， Kamitamari A 

Matsushita T， 

Shimol11ura Y 

Tsurusawa M and ]apa 

nese Children's Cancer 

and Leukemia Study Group， 

Aichi， ] apan 

精神科〈学会発表〉

I寅 題 ~I ltlt 者 山〔子 ム玄 ~I 

箱庭療法を行なった小学生女児の不登校事|高芝 朋子， "1コ津 忠則 |第130回日本小児科学会徳島
例 1吉田哲也 |地方会，徳島

外科 (誌上発表〉

年 jヲ Z口Z!日入I 文ー ぞl 著 者 雑誌名〔巻， (号)頁~頁〕

呼吸器科

2008 3 重症筋無力症を合併した胸)m~腫胸膜播種の 石倉久嗣，木村 秀 Tokushima Red Cross Hospital 
l例 増田健二郎 t，lledicalJournal 13 ( 1) : 86-90 
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年 |月 =.6、
iillll 文 名 著 者 雑誌名 〔巻，(号)頁~頁〕

2008 1 8 

呼吸器科

ICT発足により抗菌薬適正使用と その医

療経済効果 一特にDPC導入病院での対

応一

石倉久嗣，日浅 麻織 |感染制御 JICP 4 ( 4) : 351 ~ 

相下 淳子，大久保真由美1356

高見 京子，坂田 司

樫本幸代， 藤本華織

河野静香， 堀 八千代

森本真弓，中岡京子

"町田 美佳，角谷美千代

初11本 尚枝，原 朋子

福田 靖，上間 健造

木村 秀，塩田 輝実

消化器科

1 1術前化学療法が奏効した AFP産生胃癌の

l例

ユ
て
い
い
r
ム
・
h
J

qん
み
ノ
コ
忠

君
ノ

宏

敏

津

沢

森

村

沖

滝
一

木

弘

子

嗣

志

聖

康

陽

久

正

章

浅

村

倉

川

田

湯

山

石

石

阪

日本消化器外科学会雑誌 41 

( 1) : 64~69 

3 1非外傷山 裂にて発見された悪性リンパ|帥麻美湊 拓也 |TOKMMCrossHm

腫の l例 山村 陽子， 片山 税l久 MedicalJournal 13 ( 1 ) : 91 ~ 95 

石倉久嗣，ー森敏弘

石川 正志，AI津 宏

木村 秀，阪田 章聖

山下理子，藤井 義幸

6 1回盲部単純性潰傷の術後再発に対し再度腹 Iiqlì~l~ 宏 山村 陽子!日本内視鏡外科学会雑誌 13 
腔鏡下手術を行った l例 |湊 拓也 I (3) : 3 13 ~ 3 16 

7 I Clinical implications of thymidylate syn-I Ishikawa M. Nishioka M I BMC Cancer 8: 188 
thetase. dihydropyrimidine dehydrogenase I Hanaki N. Kikutsuji T 
and orotate phosphoribosyl transferase I Miyauchi T 

activity 1巴V巴Isin colorectal carcinoma fol-I Kashiwagi Y 
lowing radical resection and administra-

tion of adjuvant 5 -FU chemotherapy 

7 1 S-lによりDICから離脱し得た胃癌術後 |片山
播種性骨髄癌症の 1例 |木村

尾崎

山下

山担著者 |石)11
炎症と循環血液量(克誠堂出版)

和久， i~l津

秀，原

敬j台， 後藤

理子，藤井

宏|癌と化学療法 35( 7) : 1201 ~ 

朋子 11204 

哲也

義幸

正志 周術期の輸液，p126~ 128 

12 I Hepatobiliary cystadenoma exhibiting mor-I Fukunaga N. Ishikawa M I World Journal of Surgical 
phologic changes from simple hepatic cyst I Ishikura H. Ichimori T I Oncology 6: 129 
shown by ll-year follow up imagings 1 Kimura S. Sakata A 

Sato K. Nagata J. Fujii Y 
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年 月 -再d開岳、 文 名 著 者 雑誌名〔巻， (号)頁~頁〕

消化器科

2008 12 集学的治療が奏効し長期生存をえている切 松岡 裕，石川正志 臨床と研究 85(12): 1771 ~ 
除不能進行肝細胞癌の l例 垣本歩美，田中麻美 1774 

湊 拓也， LLJ村陽子

垣本佳士，石倉 久嗣

一森敏弘，木村 秀

阪田章聖，安藤 益力

12 )J革仮性嚢胞に発生したと考えられた腺癌の 古川 尊子，石川 正志 臨床と研究 85 (12) : 1 775 ~ 
l例 垣本歩美， 松岡 千合 1778 

田中麻美，湊 拓也

山村陽子，垣本佳士

石倉久嗣， ー森敏弘

j中津 宏，木村 秀

阪田 章聖，藤井義幸

山下理子

12 胆嚢十二指腸躍を形成した胆石症例の検討 石川 正志，松岡 ネ谷 臨床と研究 85 (12) : 1 765~ 
垣本歩美，田中麻美 1768 
湊 拓也， 山村 陽子

石倉久|桐， ー森敏弘

木村 秀，阪田章聖

IIIT 理子，藤井義幸
池山 鎮夫，谷 勇人

大西範夫，城野良三

外科 〈学会発表〉

年 月 1貝 題 名 I責 者 寸A丘与. iZL Z ~I 

呼吸器科

2008 4 当院における抗菌薬使用状況 (世界標準の 石倉久嗣 日本感染症学会 感染症ロハ

抗菌薬使用の実現に向けて) ス -メデ、イカルワークシ ョッ

プ，松江

5 胸腔鏡が有用であった血栓性寄静脈癌の一 石倉久|桐，木村 秀 第24回日本呼吸器外科学会，
切除例 福村好晃，大谷享史 宇都宮

10 当院における抗菌薬の使用状況の変化につ 石倉久嗣，日浅麻織 第44回日本赤十字社医学会総
いて 相下 淳子，大久保真由美 会，釘11路

高見京子，坂田 司

岩田さおり ，河野 静香

堀八千代，森本真弓

角谷美千代，下川 光代

IIIJ田美佳，柳本尚枝

原 朋子， 福田

木村 秀，上聞健造
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年 月 7寅 7日Q吉~ ~I I貝 者 学 正zz〉、 名

呼吸器科

2008 11 ICT導入による抗菌薬使用状況の変化 石倉久嗣，日浅麻織 第21回日本外科感染症学会総
-DPC病院での医療経済的効果につい 栢下 淳子，大久保真由美 会，札幌
て- 高見京子，坂田 司

岩田さおり ，河野静香

堀八千代，森本 真弓

角谷美千代，下川 光代

111]田 美佳，柳本尚枝

原 朋子，福田 立青

木村 秀，上問健造

11 レボフロキサシンを使用した胸部異常影の 石倉久嗣，木村 秀 第49巨旧本肺癌学会総会，:1ヒ
鑑別の有用性 j中津 宏，垣本佳士 九州、|

山村陽子，湊 拓也

田中麻美，垣本歩美

松岡 裕
ーーーーー弔---骨岨『ー『 司 4・ーーー 『ーー『再ー ー』ー・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

消化器科

1 大動脈炎症候群による腎動脈狭窄に対し自 湊 拓也，阪田 章聖 第41回日本臨床腎移植学会，
家腎移植を行った l例 一森敏弘，木村 秀 愛知

山村陽子，城野良三

福村好晃

2 TS-1の術前2週投与により 著効が得られ 湊 拓也，irl'津 宏 第80回日本胃癌学会総会，横
た進行胃癌の2例 田中麻美， 111村 陽子 j兵

片山和久，木村 秀

阪国 主主聖， 山下理子

藤井義幸

3 シャント閉鎖術，肝部分切除術が奏功した 石川 正志， 圧|中麻美 第44回日本腹部救急医学会，
肝性脳症を有する肝細胞癌の 1例 湊 拓也， 111村陽子 横浜

片山 和久，石倉 久嗣

一森敏弘 中主It 宏
木村 秀，阪田 主主聖

3 腹部症状を契機として発見された肝嚢胞腺 吉田梨恵子， 石川 正志 第44回日本腹部救急医学会，
!J重の 1切除例 田中麻美，i奏 拓也 横j兵

山村 陽子，片山 和久

石倉久嗣，ー森 敏弘

沖津 宏，木村 秀

阪田 章聖

3 相尿病治療中に Klebsiellapneumoniaeに 回 I~:J麻美，石川 正志 第44巨旧本腹部救急医学会，
よる肝!J農蕩，内因性限内炎を併発下 l例 ~ア夫ミ 拓也， UJ村陽子 横浜

片山和久，石倉久嗣

一森敏弘中津 宏

木村 秀，l'坂田章聖
矢野雅彦
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年|月 1典 題 ~， H画、 者
β4  

寸ー ム一品 名

消化器科

2008 1 3 

plasma after hepatic resection Yamamura y， Minato T 
Katayama K Ishikura H 
Ichimori T， Okitsu H 

Kimura S， Sakata A 

18th the asian pacific associa-

tion for th巴studyof the liver， 

Seoul 

New criteria for the us巴 offresh frozen 1 Ishikawa M， Tanaka M 

3 I A case of resection for hepatobiliary cys-I Ishikawa M， Fukunaga N I 18th the asian pacific associa-
tadenoma observed for a long tim巴 1Tanaka M， Yamamura Y 1 tion for the study of the liver¥ 

Minato T， Katayama K I Seoul 
Ishikura H. Ichimori T 
Okitsu H. Kimura S 
Sakata A 
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5 1総胆管結石術後町 生に関与する因引こ|石川 正志 田中麻美|第20回日本肝胆醇外科学会

ついての検討 湊拓也，山村 陽子 山形

片山和久，石倉久嗣

一森敏弘， i'i1 ì~lk 宏

木村 秀，阪田章聖

5 1 IPMTと鑑肺脚あっ岬 Iy山叩i-I福永直人石川 正志|第20回日本肝胆附学会，
thelial cystのI切除例 田中麻美，湊 拓也 山 'J I~

山村陽子，片山和久

石倉久嗣，一森敏弘

7中i事 宏，木村 秀

阪田章聖

6 1肝切除における FFPの適正使用について |石川 正志， 133'二1" 麻美 第44回日本肝臓学会総会，松

湊 拓也，111村 陽子 111 
片山 和久，石倉久嗣

一森敏弘中津 宏

木村 秀，阪田 卒聖

6 1 Cost benef山みた腹腔鏡下胆嚢摘附|松岡 裕石川 正志 第3回小切開・ 鏡視下手術研
における吊り上げ式およひ、気腹法の比較 垣本歩美， 田J:~'麻美 究会，徳島

湊 拓也，山村 陽子

垣本佳士，石倉久嗣

一森敏弘中津 宏

木村 秀，阪田 章聖
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年 月 I寅 題 名 I、1& 者 十~. iZL Z 名

消化器科

2008 6 ミニラパによる消化器手術手技と侵襲の評 垣本歩美，石川 正志 第3回小切開・ 鏡視下手術研
価 松岡 裕，田中麻美 化ブしム:c¥， ノ仏1白、i血~ 

山村 陽子，湊 拓也

石倉久嗣，ー森敏弘

i lj] ì~~ 宏，木村 秀

阪田 章聖

7 消化器外科周術期における循環動態および 石川 正志，西岡将規 第63回日本消化器外科学会総
体水分量の変動について 花城徳一 会，札幌

7 J!夏腔鏡下幽門側胃切除令官を施行した真性胃 山村 陽子，沖津 友何A句 第63回日本消化器外科学会総
癌肉腫の 1例 田中麻美，湊 拓也 会，札幌

石倉久嗣，片山 和久

石川 正志，木村 秀

阪田章聖

7 胃癌に対する S-l術前2週投与前後のプ 湊 拓也，i*津 宏 第63回日本消化器外科学会総
ロテオーム解析による有効性の検討 垣本歩美，松岡 干合 会， 札幌

田中麻美， 山村 陽子

石倉久嗣，阪田章聖

山下理子，藤井義幸

7 好|眼球浸潤を伴う上腸間!I真静脈血栓症によ 回1:1:1麻美，阪田章聖 第63回日本消化器外科学会総
り)揚管壊死を来たした l例 湊 拓也，山村 陽子 会，札幌

片山和久，石倉久嗣

石川 正志，沖津 宏

木村 秀，山下理子

7 胃癌術後5年目に播種性骨髄癌症を発症し 垣本歩美，片山和久 第63回日本消化器外科学会総
たl例 田中麻美，湊 拓也 会，札幌

山村陽子，石倉久嗣

石川 正志，沖津 宏

木村 秀，阪田 章聖

7 縦隔腫蕩と鑑別を要した Morgagni孔ヘル 石倉久li洞，木村 秀 第63回日本消化器外科学会総
ニア内!I泉癌腹膜播種の l例 田中府、美，山村陽子 会，札幌

湊 拓也，片山和久

一森敏弘，石川 正志

沖津 宏，阪田 章聖

9 小切開併用腹腔鏡補助下総胆管砕石術にお 石川 正志，田中麻美 第四回日本内視鏡外科学会，
ける SSIの検討 湊 拓也，山村 陽子 横浜

片山 和久，石倉久嗣

一森敏弘， 沖津 宏

木村 秀，阪田 章聖

170業績目録 Tokllshima R巴dCross Hospital Medical JOllrnal 



年 1月 名 ~I 1tTt 題 J寅 者 学 ム一品

消化器科

20081 9 1 Usefulness of laparoscopic approach to 1 Ishikawa M. Tanaka M 1 11th World Congress of Endo 
choledochotomy in preventing surgicall Yamamura Y. Minato T I scopic Surgery， Yokohama 

site infection I Katayama K， Ishikura H 

Ichimori T， Kimura S 

Sakata A 
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10 I Maximal sterile barrier precautions during I Ishikawa M， Haga Y I American College of Sur-

insertion do not reduce the risk of catheter-I Ishikawa Y， Kiyama T I geons 94th Annual M巴etlI1g，

relat巴dinfections. I Takeuchi H. Kimura 0 I SanFranscisco 
Harihara Y. Sunouchi K 

Furuya T， MD 8 
Kimura M 

111進行胆管癌に対する TS-1，ジェムザール， I石川

放射線併用療法の評価 (第2報 垣本

山村

垣本

一森

|坂田

111発育経過を観察しえた肉腫成分を含む混合|米田

型肝癌の l切除例 |垣本

田仁1"
山村

石倉

i lj] ì~l~ 

阪田

正志，松岡

歩美，田中

陽子，湊

佳士，石倉

敏弘，木村

章聖

浩平， 石川

歩美， 松岡

麻美，湊

陽子，垣本

久|市L一森
宏，木村

章聖

裕

美

也

嗣

秀

麻

拓

久

第70回日本臨床外科学会総

会，東京

志

裕

也

士

弘

秀

正

拓

佳

敏

第70回日本臨床外科学会総

会，東京
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年 月 nr! 7日lZl吉7 宰1 7、，貝~ 者 ザ』んー 正zz》、 名

消化器科

2008 11 集学的治療が奏効 し長期生存をえている切 松岡 裕， 石川 正志 第70回日 本 |臨床外科学会総

除不能進行肝細胞癌の l例 垣本歩美，I王|中麻美 会， 東京
i一栄一 拓也，U-'村陽子
垣本佳士，石倉 久嗣

一森敏弘，木村 秀

阪田 章聖，安藤 長b

11 Docetaxel + CD D P + TS-1による科学療法 垣本佳士 中津 'fi 第70回 日本臨床外科学会総
(DCS療法)が著効した StageIV進行胃癌 松岡 裕，垣本歩美 会，東京

4 fJUの検討 田1:1=' 麻美，111村 陽子

湊 拓也， 石倉 久嗣

木村 秀，阪田章聖

11 大腸がんに対するTS-1投与前後の癌組織 山村 陽子，y中津 '1.2ム-. 第70回日 本 |臨床外科学会総

及び、正常粘膜部の比較検討 垣本歩美，松岡 ネ谷 会， 東京

回仁|二! 麻美，湊 拓也

石倉 久嗣， 石川 正志

木村 秀，阪国 主主聖

11 胃GrSTにおける術式選択の検討 湊 拓 也， y ~l津 宏 第70回日 本|臨床外科学会総

藤井 義幸，111下 理子 会，東京

11 集学的治療に より救命しえた S状結腸穿 田中 麻美 中津 '1.2ム- 第70回日 本 |臨床外科学 会総

干しによる急性汎発性JJii:!J英炎の 1例 垣本歩美，松岡 裕 会，東京

湊 拓也， U-， ~;1 陽子

垣本佳士，石倉久嗣

木村 秀，阪田 章聖

11 LADGを施行 した幽門輪直上発生進行胃 垣本歩美，yql津 宏 第70回 日本臨床外科学会総

癌の l例 松岡 裕， 田中 麻美 会，東京

湊 拓 也，111村 陽子

垣本佳士，石倉 久嗣

木村 秀，阪田 章聖

整形外科 〈誌上発表〉

年 月 =両ZH1〉1、 文 ::g， 者 者 ~~ff 誌名 〔巻 ， (号)頁~頁〕

2008 3 神経麻庫症状を呈 した脊髄硬!J英外血臆5症 藤井 幸治，成瀬 ご耳己ムE二 中部整災誌 51 : 217~218 

仔リ 武田 芳IIT，TIJ，浜田 大i/iill

岩田 敏幸，高砂 智'J'i¥と

前十字靭帯二重束再建中jirの臨床成績 ~ー 岩田 敏幸，高砂 智哉 Tokushima Red Cross Hospital 
重束再建術と の前向き比較~ i~ 1五大ijii/l，藤井 幸治 Medical ]ournal 13 ( 1) : 15-21 

武EB 芳日，TIJ，成i頼 z早"" 

172業績目録 Tokushima Red Cross Hospital Medical Journal 



整形外科 (学会発表〉

年|月 7負 題 名 I寅 者
よと'.

ナ
ム
玄 名

問 4I Change山山内lSMhiMe|Tak山 TakasagoT I ~昭伽at the empty can and full can position I Iwam巴T，Hamada D ety Meeting. Macau 

Fujii 1(， Naruse A 

4 1 Rotator山 us山 5th W orld Congress of Sports 
can and fuLl can position I Iwame T. I-lamada D Trauma. Hong Kong 

Fujii K. Naruse A 

6 1超音波画像による前十字靭帯再建術前後の 武田 芳嗣，高砂 智哉 |第33回日本JJ奈関節学会，東京
筋構造と収縮能の変化 岩目 敏幸，浜田 大卒ili

藤井 幸治，成瀬 主主

7 I Empty can positionとFullcan positionに 高砂 糊岩田敏幸|第山 本整形外科スポーツ

おける腕上筋 腕下筋の収縮形態、 浜田大卒ili，藤井幸治医学会，東京

武田 芳11洞，成瀬 章

101大腿 ・下腿骨折術後の難治性 MRSA骨髄 岩目 敏幸高砂智哉 |恥 I酬 部整形外科災害外
炎に対しハイドロキシアパタイトブロ ック j兵回 大iliiH，藤井幸治 科学会，金沢

充填法を行ったl例 武田 芳嗣，成瀬 章

10 1腰椎刺l突起切除の椎間関節への影響に関して 藤井幸治州 章|第111回中音問問|災害外
従来型筋剥離と筋肉温存型腰椎椎弓問|徐 武田芳嗣，浜田大ilijli 科学会，金沢

圧術の比較検討一 岩田 敏幸，高砂智哉

111反復性肩関節前方脱臼例における関節商骨 |藤井 幸治

病変の頒度，特徴

第116回西 日本整形災害外科

学会，宮崎

形成外科 〈誌上発表〉

年 月 =日、間I 文 ;?j 著 者 雑誌名〔巻，(号)頁~頁〕

2008 3 Superficial Cervical Artery flapの使用経 長江 j告o)']， 稲次 圭 Tokushima Red Cross Hospital 

!段 一項部隆起性皮府線維肉JJ重再発例の再 イ山崎 川jー Medical J ournal 13 ( 1 ) : 72 ~ 75 
建一

形成外科〈学会発表〉

王手 月 I寅 題 名 11ft 者 ナよ以 ぷzz〉、 名

2008 2 Chronic Expanding H巴matomaの21J1j 仙崎雄一，長江浩朗 第55回日 本形成外科学会中

国 ・四国支部学術集会，広島

9 皮膚側と粘膜側からの前進皮弁による下口 長江 I告朗，官↓plJ奇 tft- 第56回日本形成外科学会中
唇再建の経験 国 ・四国支部学術集会，高松

脳神経外科 〈誌上発表〉

王ド 月 さロさZHH2、 χ占 ~I 著 者 雑誌名〔巻， (号)頁~頁〕

2008 3 虚血性脳血管障害に対し，血管内手技によ 村上 尚IWln1，里見淳一郎 Tokushima Red Cross Hospital 

る急性期血行再建中I'Jを施行した 3例 佐藤 j告ー，岡 博文 Medical]ournal 13 ( 1) : 76 ~80 

三宅
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王手 月 吾ロムAIJ 又。 名 著 者 雑誌名〔巻，(号)頁~頁〕

2008 3 全身麻酔下での頚動脈ステント留置術 (3 藤原 自主孝，里見淳一郎 Tokllshima Red Cross Hospital 

例報告) 佐藤浩一，岡 |専文 Medical Journal 13( 1 ) : III ~ 116 

三宅

8 脳硬膜動静脈壊の疫学 -成因 里見淳一郎，佐藤 浩一 Brain and Nerv巴 60( 8) : 

883 ~ 886 

脳神経外科 (学会発表〉

年 月 I寅 題 名 I典 者 点寸以二 iZL Z 名

2008 2 当院における tPA静注療法の現状 :コメ 里見淳一郎，佐藤 浩一 第10回徳島脳卒中研究会， fra 
デイカル積極的参加の意義 |司 |尊文， 三宅 島

2 虚血性脳血管障害に対し， 血管内手技によ 村上 |肖嗣，里見淳一郎 第10回徳島脳卒中旬l究会，徳

る急性期血行再建中|守を施行した 3例 佐藤浩一，岡 博文

三宅

3 症状の進行をしめす虚血性脳血管障害に対 里見淳一郎，佐藤 浩一 第37回日本脳卒 中の外科学

する直接血行再建術 岡 博文，三宅 会，京都

3 インフ ォームド・コ ンセントと手術適応 一宅 一，岡 博文 第65回(初日本脳神経外科学会

一転移性脳腫傷の 2症例から一 里見淳一郎，佐藤 浩一 中国四国支部学術集会， f~島

5 Venolls angioma with arteriovenOllS shllnt 里見淳一郎，il!i: 1:1:'1石弘 第2回NicheNellro-angiology 
の l例 。fIiチ|ニ淳太，小林紀方 conference，大阪

鈴木I:y~文，安井信之

6 頚動脈ステント留置術後，下位脳神経症状 里見淳一郎，佐藤 浩一 第7回日本頚部脳血管治療学

が出現した 2例 |司 博文，三宅 会， 長111奇

6 2回の塞栓術後，致命的再破裂をき たした 里見淳一郎，佐藤 浩一 第16回中四脳血管内治療ワー

大型内頚動脈癌 岡 博文，三宅 クシ ョップ，岡山

7 Rllptllred A 2 -A 3 tinyanellrysmに塞栓を 里見淳一郎，佐藤浩一 第36回近畿脳神経由管内手術

行った 2例 岡 |専文， 三宅 法ワークショップ，手口:歌山

9 当院における rt-PA療法の現状及び問題点 里見淳一郎，佐藤 浩一 第 l回徳島脳梗塞急性期治療

|司 博文， 三宅 懇話会，徳島

9 脳血管疾患のスクリーニングと治療 里見淳一郎，岡 博文 第49回日本人間ド ック学会学

佐藤浩一 三宅 術会議，徳島

9 前大脳動脈末梢部動脈f留に対する燭内塞栓 里見i宇一郎， 佐藤 浩一 第17田中国四国脳神経血管内
付す 同 博文，三宅 手術研究会，岡山

永康 信治

9 脳動JJJf¥癌塞栓術後のフォローアァプ 里見淳一郎，岡 I~I(文 第12回徳島赤十字病院脳疾患

佐藤浩一，三宅 狭d仏、量日下1'1会占有， {~心前、 ーμ。

10 脳動脈癌塞栓術後の中長期フ ォローア yプ 里見淳一郎，岡 博文 第67回日本脳神経外科学会学 |

佐藤浩一，三宅 術総会，盛岡
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年 月 演 題 宰: 1責 者 ナ= ぷzz〉、 名

2008 11 脳動脈癌塞栓術後の中長期成績 (フォロー 里見淳一郎，岡 |専文 第24回日本脳神経血管内治療
アップの方法とタイミングについて) 佐藤浩一，三宅 学会稔会， 名古屋

11 硬JJ葉動静脈棲 (DAVF):発生と病理 (硬 里見淳一郎， 佐藤浩一 第8回名古屋脳血管内治療セ

JJ葉血管レベルの異常，静脈洞閉塞の進行， ミナ一，名古屋

DAVFの分類)

血管内治療科 〈誌上発表〉

年 月 プilペl、l 文 名 者 者 雑誌名〔巻，(号)頁~頁〕

2008 ヨルダンにおける脳動脈癌塞栓術の経験 佐藤浩一 脳神経外科速報 18( 1 ) : 

110 ~ 115 

5 硬膜動静脈痩ーの疫学 ・病態変化・ 治療 佐藤浩一 脳神経外科ジャーナル 17 

一海品iii静脈洞部病変を中心に ( 5) : 362~369 

上矢状静脈洞血栓症と画像診断 佐藤浩一 小川 彰， 中川原譲二，佐々

木真理編見て診て学ぶ

脳卒中の画像診断 (画像診断

法の基礎から 応用までに p

548~560，永井書届，大阪

8 脳硬JJ葉動静脈壊の疫学 ・成因 里見淳一郎， 佐藤 浩一 Brain and Nerve 60 ( 8 ) 

883~886 

血管内治療科 〈学会発表〉

年 月 i寅 題 名 演 者 寸A立e: izz 〉、 ~ 

2008 アンギオガードによる頚動脈ステント留置 佐藤浩一，里見淳一郎 第35回近畿I但脳神経血管内手

術の 5例 |河 博文，三宅 やj~j法ワ ー クショップ， W: 

3 フィルター付きガイドワイアーによる頚動 佐藤 浩一，里見淳一郎 第31回徳島脳神経外科談話

脈ステントを施行した 7例 同 博文， 三宅 会，徳島

5 脳静脈洞血栓症の病態と治療 佐藤浩一，里見淳一郎 第11回徳島脳血管障害カン

|司 博文， 三宅 ファ レンス，徳島

6 フィルタ ーデイパイスを用いた頚動脈ステ 佐藤 浩一，里見淳一郎 第7回日本頚部脳血管治療学

ント留置術の経験 而l 博文， 三宅 会，長崎

6 Primitive trigeminal arteryに合併 した大 佐藤浩一 第9回脳判所fE血管内治療琉球

型内頚動脈癌の l例 セミナ一，沖縄

7 外傷伯二CCFの l例 佐藤浩一，里見淳一郎 第36回近畿脳神経血管内手術

岡 博文，三宅 法ワークシ ョップ，和歌山

8 血管内治療により l英覚脱失の改善した，大 古川 尊子，佐藤浩一 第9回務連カンファ レンス，

型 (巨ブミ)内頚動脈癒の 1例 里見淳一郎， 岡 博文 徳島

ー宅
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年 Ji I寅 f選 名 演 者 三てナ!4 ぷzz〉、 名

2008 8 Primitive trigeminal arteryに合併 し，1白 佐藤浩一，里見淳一郎 第13回四国脳神経外科カ ン

管内治療を施行した大型内頚動脈癌の l例 |珂 同文，三宅 ファ レンス，徳島

9 前大脳動脈末梢部動JJJF¥痛に対する癌内塞栓 里見淳一郎，佐藤 浩一 第17@]中国凹匡|脳神経血管内

相ザ 岡 博文，三宅 手術研究会，岡山

:iI<康信治

9 Primitive trigeminal arteryに合併し，塞 古川 尊子，佐藤 浩一 第17回中国四国脳神経I血管内

栓術により l奥覚脱失の改善した大型内頭副J 里見淳一郎，岡 博文 手術研究会，岡山

脈癌の l例 三宅 一，永康信治

9 脳動脈癌塞栓術後のフォ ローア ップ 里見淳一郎，岡 博文 第四回徳島赤十字病院脳疾患

佐藤浩一三宅 懇話会，徳島

10 脳動脈癌塞栓術後の中長期フォ ローアップ 里見淳一郎，岡 博文 第671f:I旧 本脳神経外科学会学

佐藤浩一，三宅 術総会，盛岡

10 Angioguard XPを用いた頚動脈ステン ト 佐藤 浩一，里見淳一郎 第67回日本脳神経外科学会学

留置術の経験 情! 博文，佐藤浩一 術総会，盛岡

三宅

11 脳動脈癌塞栓術後の中長期成績(フォ ロー 里見淳一郎，問 博文 第24回日本脳神経血管内治療
アップの方法とタイミングについて) 佐藤浩一，三宅 学会総会，名古屋

11 Angioguard XPを用いた頚動脈ステ ント 佐藤浩一，里見淳一郎 第24回日本脳神経由管内治療
留置中I~の初期経験 岡 |専文，三宅 学会総会，名古屋

11 硬1I英動静脈棲 (DAVF):発生と病理(硬 里見淳一郎，佐藤 浩一 第8回名古屋脳血管内治療セ
膜血管レベルの異常，静脈洞閉塞の進行， ミナー，名古屋

DAVFの分類)

11 頚動脈W(o]iJ!tのl例 花岡 真実，佐藤浩一 第17田中四脳血管内治療ワー

政平 訓貴， 田村 哲也 クショップ，岡山

|珂 |導文，三宅

11 脳底動脈高度狭窄による進行性脳梗塞の l 政平 訓貴，花岡 真実 第17田中四脳血管内治療ワー
仔リ 佐藤浩一，田村哲也 クシ ョッフ。，岡山

1珂 博文，三宅

11 両側椎骨動脈閉塞の l例 田村 哲也， 岡 博文 第17田中四脳血管内治療ワー
ニニ宅一二. 一，政平訓貴 クショップ， 岡山

花岡 真実，佐藤 浩一

12 椎骨脳底動脈閉塞性病変による進行性脳梗 政平 訓貴，花岡 真実 第31回徳島脳神経外科談話
塞に対して，血管内治療を施行した症例 佐藤浩一，旧村哲也 会，徳島

|司 博文，三宅
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皮膚科 (誌上発表〉

年 月 -H4H13、1 文 ~I 著 者 雑誌名〔巻， (号)頁~頁〕

2008 3 皮膚ノカルジア症の l例 薪藤 聖子，松田 里恵 Tokushima Red Cross Hospital 

irlJ野芳夫，山下理子 Medical Journal 13( 1 ) : 96 ~ 99 

藤井義幸，福原 耕作

皮膚科 〈学会発表〉

年 月 演 題 ~I I貝 者 学 izz 〉、 名

2008 4 偽リンパ腫を生じた皮府形質細胞)]重の l例 浦野芳夫，松田 里恵 第107回日本皮膚科 学会総
斎藤聖子，長江浩朗 会，京都

山下理子， 藤井 義幸

城野良三

6 G'I洋連鎖球菌による壊死性筋膜炎の l例 松立吉弘，斎藤聖子 第129回日本皮膚科学会徳島

浦野芳夫 地方会，徳島

6 Gloves and socks syndromeの1例 斎藤聖子，松田里恵 第129回日本皮陪科学会徳島

浦野芳夫， LLi下理子 地方会，徳島
藤井 義幸

10 Cronkhite-Canada耳目長官手の l仔リ 斎藤聖子，松田里恵 第60回日本皮膚科学会西部支

浦野芳夫，野々木理子 部総会，福岡

後藤田康夫，佐藤幸一

山下理子， 藤井義幸

11 尋常性天抱痛に生じた Grover病 松立吉弘， 斎藤聖子 第130回日本皮膚科学会徳島

浦野芳夫 地方会，徳島

泌尿器科 〈誌上発表〉

月 =百~冊l 文 名l 著 者 雑誌名〔巻，(号)頁~頁〕

2008 3 尿道 ・))刻抗異物の2例 奈路田拓史， 笠井利則 Tokushima Red Cross Hospital 

上問健造 lVledical10urnal 13 ( 1) : 81 ~85 

3 冠動脈バイパス術後に陰茎壊死を発症した 笠井利~!lJ， 奈路田拓史 Tokushima Red Cross Hospital 

tJef尿病透析患者の 1例 上問 ↑建造，稲次 圭 Medical Journal 13 ( 1) : 100~ 104 

長江浩朗， 藤井義幸

泌尿器科 〈学会発表〉

年 月 {炉{、. 題 名 r寅 者 Aて子~. iZZ A ~I 

2008 l 巨大なH'訓光未分化癌の l例 奈路田拓史， 笠井 利則 第82回日本泌尿器科学会四国|

上問健造， LLi下 理子 地方会，高女[J
藤井 義幸

7 腎摘後5日目 に結腸穿孔を生じた黄色肉芽 奈路回拓史， 笠井 利則 第83回日本泌尿器科学会四国
腫性腎孟腎炎の 1iJlj 上問 {建造， 湊 拓也 地方会， 高松

阪田章聖，IIIT 理子

藤井 義幸
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産婦人科 〈誌上発表〉

年 月 論 文 名 著 者 雑誌名 〔巻， (号)頁~頁〕

2008 3 急激に発症した胎便性腹膜炎のl症例 谷 杏奈，別宮 史朗 Tokushima R巴dCross Hospital 

岩佐 武， 宮谷友香 Medical J ournal 13 ( 1) : 32 ~ 36 

猪野博保，木下 ~lìi 

~IJ津 忠則 ， 吉田 哲也

阪田 章聖

3 腹腔鏡手術による境界悪性卵巣!I重傷の取り扱 岩佐 武，別宮 史朗 Tokushima Red Cross Hospital 

いについての検討 伊海貴子，谷 杏奈 Medical Journal 13( 1) : 149 ~ 153 

宮谷友香，猪野 |導保

8 当院でのチョ コレート嚢胞における腹腔鋭 宮谷友香，別宮 史朗 現代産婦人科 57(1) : 33 ~ 

下手術の現状 1ノ，1、 杏奈，松井寿美佳 36 
岩佐 武，猪野陣保

産婦人科 〈学会発表〉

年 月 演 7日包商 名 7寅 者 十"'-4 izz 入 名

2008 l チョコ レー ト嚢Jj重における腹腔鏡下手術の 別宮史朗，谷 杏奈 第63回日産婦学会 ・日産婦医

現状 岩佐 武，宮谷友香 会合同学術集会，徳島

猪野 1専保

7 出生前診断を行い帝王切開後に腸管切除を 別宮史朗，谷 オ口てメ刀又; 第44回日本周産期・ 新生児医

施行した胎便性腹膜炎の l症例 岩佐 武，宮谷 友香 学会，横浜

猪野博保

耳鼻咽喉科 〈誌上発表〉

年 月 dIι IIIJ 文 名 著 者 雑誌名 〔巻，(号)頁~頁〕

2008 3 多胞性副鼻腔嚢胞のや|庁前νfRIの有用性 秋月 裕目Ij，1出 耳鼻咽喉科臨床 101 ( 3) : 

1 95 ~200 

3 透析患者に発症した急性感音量It聴の4症例 中野誠一，秋月 ネt:i則 Tokushima Red Cross Hospital 

加島健司 MedicalJournal 13 ( 1) : 117 ~ 122 

耳鼻咽喉科 〈学会発表〉

年 月 1ft fJ!ヲ 名 I寅 者 寸A旦二ー. メ221、 名

2008 3 透析患者に発症した急性感音到u陪の4症例 仁1)野 誠一，秋月 裕目Ij 第65回日本耳鼻咽喉科学会徳
~ステロイド治療の安全性と!陪力予後につ 加島 健司 島県地方部会，徳島

いて~

4 IgG関連疾患としてのミク リッツ病 中野誠一 第9回徳島耳鼻咽喉科臨床セ
ミナー，徳島

6 ミク リッツ病3症例の臨床的検討 中野誠一， 他 第70回耳鼻咽喉科臨床学会
長111奇

178業績目録 Tokushima R巴dCross Hospital Medical Journal 



放射線科 (誌上発表〉

年 月 誌面目l 文 名 著 者 雑誌名〔巻， (号)頁~頁〕

2008 3 アイソトープ治療後に発作性心房細動と血 大西範生，宮 恵子 Tokushima Red Cross Hospital 

糖コン トロールの改善が得られた高齢者パ 谷 勇人，池山 鎮夫 Medical J ournal 13 ( 1 ) : 54 ~ 59 

セドウ病の l例 倉田 直樹，阿部洋子

金111奇淑子，新谷保実

城野 良三

3 当院における64列MDCTによる Coronary 荒井俊也，赤川 拓也 Tokushima Red Cross Hospital 

CTAの現状 伊勢啓助 Medical Journal 13( 1) : 142 ~ 148 

放射線科 〈学会発表〉

年 月 I責 題 ーAコァ 1寅 者 学 iz〉z、 名

2008 5 黄色肉芽IJ重性腎孟腎炎の l例 木下光博，城野良三 第16回徳島核医学研究会，徳

大西範生，谷 勇人 島

池山 鎮夫，倉田直樹

阿部洋子

6 卵巣粘液性腫蕩と鑑別困難であった悪性黒 阿部洋子，城野良三 第110回日本医学放射線学会

色腫卵巣転移の l例 大西範生，谷 勇人 中国 ・四園地方会， 島根

池山鎮夫， 倉田直樹

木下光博

6 十二指腸動脈癌の自然消退が認められた 木下光博，城野良三 第110回日本医学放射線学会

groove pancreatitis疑いの 1例 大西範生，谷 勇人 中国・四園地方会， 島根

池山 鎮夫，倉田直樹

阿部洋子

9 rotation angiographyを利用した胆管の 3D 池山鎮夫，城野良三 日本インターベンショナルラ

構築によるステン ト留置の術前検討 大西範生，谷 勇人 ジオロジー学会中国四園地方

倉田直樹，阿部洋子 会，岡山

木下光博

10 小児の外傷性Jj専損傷に対して TAEが著効 木下光博，城野良三 第44回日本医学放射線学会秋

した 1症例 大西範生，谷 勇人 季臨床大会，福島

池山鎮夫， 倉田直樹

阿部洋子

10 腫傷性門脈狭窄へのステント留置の意義 : 池山 鎮夫，城野良三 第44巨旧本医学放射線学会秋

当院での 6症例の検討 大西範生，谷 勇人 季臨床大会，福島

倉田直樹，阿部洋子

木下光博

10 肝臓に対する IVR治療 木下光博，城野良三 第2回徳島赤十字病院血管内

大西範生，谷 勇人 治療研究会，徳島

池山鎮夫， 倉田直樹

阿部洋子
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年 月 i9'i、 題 ;g， I寅 者 寸戸4二ー iZL Z 名

2008 11 Intravascular lymphoma (IVL)の診断に 阿部 洋子，城野 良三 第111回放射線学会 ~I:' 国凹

FDG-PET，腎生検が有用であった l例 大西範生，谷 勇人 園地方会，香川

池山 iE夫，倉田 直樹
木下光111

麻酔科・救急部 〈誌上発表〉

年 月 ~íι IIJ 文 宅I 著 者 雑誌名〔巻， (号)頁~頁〕

2008 3 心臓手術後の反田神経麻庫の発生要因につ 首別嘗!市子，箕田 直iEi Tokushima Red Cross Hospital 

いての検討 若松成長日，[1[1こIJ 明美 MedicalJ ournal 13 ( 1) : 1 ~ 4 
酒井陽子，加藤道久

郷 律子，村l山有史

麻酔と冠循環 神山有史 麻酔科レビ、ユー2008 最新主

要文献集(天羽敬祐監修)

p12-17，総合医学社， 東京

麻酔科・救急部 〈学会発表〉

年 月 I寅 題 名 演 者 :子 ぷzz〉、 名

2008 2 OPCAB後の早期抜管に影響を与える因子 箕田直治，加藤道久 第35回日本集中治療医学会学

とその予後についての検討 大谷享史，福村好晃 術集会，東京都

雷別首席子，若松成知

山中明美，酒井陽子

銀目 律子，ネ111山 有史

5 心臓血管手術後に脳梗塞を来たした 6症例 嘗別嘗JIIW子，箕田直治 第29回日本循環iljljfn:11医学会総
若松成知，酒井 |場子 会，横浜

山仁|コ明美，加藤道久

烈日 律子， や11山 手T史

5 徳島における外傷医療の現状 福田 靖，加藤道久 第22回日本外傷学会総会，宜

神山 有史 野湾

6 当院における院内急変対 応 (コ ー ドブ 大黒 香，加藤道久 第11回日本臨床救急医学会総 |

jレー)の発生状況の検討 福田 靖，箕田 直治 会 -学術集会，東京

首別嘗庸子，若松成知|

山中明美，酒井陽子

娘目 律子，神山有史

6 院内外傷初療セミナー開催の試み 酒井陽子，若松成長[[ 第11匝日本臨床救急医学会総

山中明美， 福田 立青 会 ・学術集会，東京

加藤道久，ネilJ山 有史

6 木材片により四肢麻療を来たした頚部杭創 福田 靖， 加藤道久 第11回日本l臨床救急医学会総
のl例 酒井陽子，山中明美 会 ・学術集会，東京

若松 成知，判l山 有史
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年 月 J貝 題 宅i I寅 者 ザλと" lzk z 名

2008 6 当院における心臓手術後の反回神経麻療の 嘗別首席子，箕田 直if:i 日本麻酔科学会第55回学術集
検討 j酉井 陽子，加藤 道久 会，横浜

弘前 律子，ネ111山 有史

10 Off pump CABG術後のインスリン持続JUJ 福日:1 靖， 加藤道久 第36回日本救急医学会学術集
糖コントロールと炎症反応の推移について 大黒 香，箕田 直if:i 会，札幌

首別首席子，若松成知

酒井 陽子，山中 明美

干111111 有史

10 Landiolol has cardioprotective effect on Wakamatsu N ASA 2008 Annual Meeting. 

the patients underwent OPCABG anesthe Ka'vvahito S. Kitahata H Orlando FL. USA 
tized with propofol. Kohyama A Go R 

11 :I:~~酸ランジオロールを用いて超低体温下関 ~HI\ 律子，若松成知l 日本心臓血管麻酔学会第13回
胸を行った弓部大動脈癌人工血管置換術の 酒井 陽子，1111:1コ 明美 学術大会，宜野湾

l例 加藤道久，や11山 有史

表
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発
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一
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立
ロ

一

一向

一
年

吾乙〉、

百聞 文 名 著 者 雑誌名〔巻，(号)頁~頁〕

2008111能力資質 リストを活用した中堅看護師の 宮本 由美，庄野泰乃|看護展望 33( 2) : 70 ~ 75 

OJT 水|二l艶子

3 1看護職副院長 その役割と展望 水口 艶子 看護 60( 3) : 53 

3 1 心電図モニター竜極に よ る皮}[~かぶれの要 松島 美穂，岡田 志保 Tokushima Red Cross Hospital 

因分析 ~電極交換日数の見直し~ 下川 光代，ï~ï林 乱.L二T戸、 Medical Journal 13( 1) : 22 ~ 26 

尾田 睦美， *IH ~:Iニ 希恵

3 1ゆとりのある抑制についての検討 |藤田裕美井上享子|山 川 edCross H叩 tal
大西千恵，西谷 春美 MedicalJournal13( 1) : 128~ 13l 

服部裕子

3 1クリニカルラダーと臨床看護r:mの自己教育 久保和子，松111奇 和代 Tokushima Red Cross Hospital 
力との関連 服部裕子，稲田久美子 Medical]ournal 13( 1 ) 目 137~141 

5 IICUにおける安全管理対談インタビュー |や[iLLJ 有史，他6宰l メデイカルマガジン 17・

20~ 24 

5 1新人看護職員に とって魅力的な職場とは |庄野泰乃 I EPi三赤十字看護学会誌 8 
1 36 ~ 143 

5 1 MODSからの回復に効果を示す多角的ア 藤田 邑ロ十→ 重症集中ケア 7 ( 2) : 75 ~ 

ブローチ 78 

9 1クリニカルパスの電子化と運用の実際 木内和江，i也mJ 弘子 月刊ナーシ ング 28(10): 
小西利美， mWi尾 i登子 128 ~ 129 
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年 月 =E1 問 文 主1 著 者 雑誌名〔巻，(号)頁~頁〕

2008 11 認定看護師に学ぶ救急看護の手技Q&A 福田ひろみ 認定看護師に学ぶ救急看護の

Q56 :脈拍が少ない 手技Q&A: 132 ~ 135 
Q57 :脈拍が多い

11 認定看護師に学ぶ救急看護の手技Q&A 大垣由美 認定看護師に学ぶ救急看護の

Q59 :高熱がある 手技Q&A: 139 ~ 142 
Q60 :体温が低い

12 看護師の臨床研修制度の運用 水口艶子，庄野泰乃 患者安全推進ジャーナル

22 : 22 ~30 

看護部 〈学会発表〉

年 jヲ J貝 題 名 19¥ 者 戸てI十. iZL Z 名

2008 5 糖尿病教育入院クリテ イカ ルパスの日数短 延口 陽子，高井千恵美 第51回日本概尿病学会年次学
縮による効果と問題点 庄野公美子，平田 久美 術集会， 横浜

斉藤幸子，久保手1:1子

新谷保実，金111奇淑子

呂 恵子

6 救急看護研修の理解度と今後の課題 大垣由美 第11回日本|臨床救急医学会学

術集会，東京

6 院内救急カート統一後の課題 福田ひろみ 第11回日本|臨床救急医学会学

術集会，東京

6 日常生活実態調査に基づいた腎移植 ドナー 大倉 和代，内藤 由美 第53回日本透析医学会学術集
への退院指導 i頼尾澄子，岩罫悦子 会，神戸

松 111背和代， 一森敏弘

阪l五章聖

7 看護診断導入における看護師の意識調査 大瀧知ì~~枝，松1 11奇，和代 第14回日本看護診断学会学術
早iJ;IJ 由美 集会，横浜

7 新人看護師の患者採血の実態と心理状況 松111背和代 第39回日本看護学会「看護総
合J，金沢

8 看護師の暗黙知から形式知への知識変換プ 日下佐代子 第39回日本看護学会 「看護教
ログラムに影響を与える要因 ~SECI モ 育J，金沢

デルを使用した内面化から共同化へ~

9 一包化調剤における循環器患者の服薬状況 西岡由手1]， 宮浮ゆみ 第39回日本看護学会「成人看
~自己管理下での誤薬の要因を探る~ 杉本亜有美，横山 雅代 護 IIJ，名古屋

梶浦奈保子，IIITEEI 美佳
高チ|ニ美智子

9 看護師の生活習慣と健康に関する意識調査 道辺 政江，庄野まゆみ
瀬尾 澄子， 工12:井 文代 術大会，徳島

多田 春美，奥浦和代
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寸 A
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~ 名

2008 1 9 1健常者と虚血性心疾患患者の禁煙継続への|構内 君代，久米 宏実|第49回日本人間ドック学会学

要因 術大会，徳島

9 1当院の人間 ドック受診者における喫煙状況|古工 操，増田健二郎|第49回日本人間 ドァク学会学

清水由美，赤岩仁美|術大会，徳島
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9 1点滴自己抜去防止における看護師の関わり|佐藤 芳子，湯浅 千秋|第39回日本看護学会「老年看

~半構成面接からの導き匹l宮 千夏 |謹J，徳島

9 1経皮的椎体形成術後の退院指導 ~聞き取|小磁裕子 中川紗由梨|第39回日本看護学会「老年看

り調査から指導の要点を見出す 藤川 紗代，鈴江知子|護J，徳島

中谷小百合，森 千恵
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10 1 ICUにおける配置転換看護師と指導看護 |野田 直美，樋口 倫代|第39回日本看護学会「成人看

師のジレンマ |庄野美香，岩本真理|護 1J，松山

101 CAPD導入患者の心理状態と自己管理状 |大西千秋瀧口 祐子|第42回四国透析療法研究会，
況との関連 |大岡智美， 青山 芳|高松

瀬尾澄子，松崎和代

高芝 朋子，阪田章聖

一森敏弘

101透析患者のシャント管理の実態調査

~シャン ト管理シートを作成して~

初l束知代，遠藤 智江|第42回四国透析療法研究会，

兵庫洋子，阪田章聖 |高松

一森敏弘

10 1 DVT予防プログラム運用の効果とその問 IUJ内真利子，延口 陽子 |第44回日本赤十字医学会総

題点 |四宮裕美，久保 和子|会， ffJII路

10 1 熟練看護師が語る苦痛なく l 回で採血でき |早 i~IJ 由美，松111背 和代 |第44回日本赤十字医学会総
るコツ 会，釘11路

10 1待機室で、手術終了を待つ患者家族の思い |平山 章美，近藤 怜子 |第22回日本手術看護学会，徳

~術中訪問を行って 三井佑子，木 下 昭美|島
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年 月 演 題 宰1 I寅 者 λ寸1ー. iZL Z ~I 

2008 11 CAPD導入，忠者の心理状態を調査して 瀧口祐子，大岡智美 第39回徳島透析療法研究会

青山 芳，大西千秋 徳島

瀬尾澄子，松崎和代

高芝 朋子， Jj，桁可周作

阪田 章聖，ー森敏弘

11 透析患者のシャン ト管理に対する実態調査 キIII束知代， 遠藤智江 第39回徳島透析療法研究会，
と指導の効果 兵庫洋子，阪田章聖 徳島

一森敏弘

12 採血における看護師の熟練技 松11崎和代 第28回日本看護科学学会学術

集会，福岡

検査部 〈誌上発表〉

年 月 τ目品川l 文 名 著 者 雑誌名〔巻， (号)頁~頁〕

2008 3 当院の迅速T&Sシステムにおける緊急!愉 立川 敏治，松下圭佑 Tokushima Red Cross Hospital 
血について 庄野永恵，原田 朱美 MedicalJournal 13( 1 ) : 154~ 157 

仁木 寛，近藤 治5J~
村l山 有史

検査部 〈学会発表〉

、，ム

1巳l 題 ~I I寅 者 字 ム一品 名

当院における迅速T&Sシステムによる緊|松下 圭佑，庄野 永恵|第32回徳島県医学検査学会，

急輸血について |立)11 敏治 |徳島

健診部 〈誌上発表〉

年 月 吾nふ1111 文 名 著 者 雑誌名〔巻，(号)頁~頁〕

2008 3 当院の人間ドック受診者における|喫煙状況 増田健二郎，赤岩仁美 Tokushima Red Cross I-Iospital 
-最新10年間の健診データベースより一 東根五月，小野ますみ Medical J ournal 13 ( 1) : 10 ~ 14 

岡本英夫

薬剤部 (誌上発表〉

年 月 士I1b11iゐl 文 名 著 者 雑誌名〔巻，(号)頁~頁〕

2008 3 当院でのパンコマイシン血 1:1二1薬物濃度測定 竹内 隆文， LLi川 キ[1宣 Tokushima Red Cross Hospital 
解析ソフトの使用報告 Medical Journal 13 ( 1) : 158~ 161 

4 進行大腸痛におけるモノクローナル抗体 組橋 由記 医学のあゆみ 225(1) : 106~ 
薬剤師が患者指導のために理解すべきこ 110 
と

Methicillin-resistant StaphylococcllS allrellS 大久保真由美，埴出| 昌毅 日本病院薬剤師会雑誌 44
(MRSA)感染症に対する Linezolidの有 堀本厚子，石倉久嗣 (6) : 917~920 

効性の検討 111 JlI 和宣

184業績目録 Tokllshima R巴dCross Hospital lVledical JOllrnal 



薬剤部 〈学会発表〉

年 月 演 題 名 1寅 者 ザ戸んー JZL Z 名

2008 7 当院における治験業務について ~事務局 森井 聖二，鈴江 朋子 第58回日本病院学会， UJ形
として~ 鎌田ひづる， 111川和宣

10 当院における治験業務について -CRC 鈴江 朋子，森井聖二 第44回日本赤 卜字社医学会総
として~ 鎌田ひづる， LLi川和宣 会，釘11路

11 動物細胞に強制発現させたタンパク質に見 岡田直ノ¥， 111本 武範 第47回日本薬学会 ・日本薬剤l
られた凝集体の形成 渡迩政|専， UJ崎 尚志 師会 ・日本病院薬剤師会中四

山川 和宣，篠原 康雄 国支部学術大会，岡山

11 急性期病院における外来化学療法患者の救 組橋由記，石倉久嗣 第46回日本癌治療学会，名古
急外来受診に関する調査 宮生仁美，八木久仁子 屋

野田明日美，111川 和宣

11 当院における経口糖尿病薬処方の推移 -診 大谷ひとみ， 111本英司 日本糖尿病学会中国四園地方

療科別 7年間の検討 近藤絵理，島田 直 会46回総会，宇部

金111奇淑子，宮 恵子

山川和宣，新谷 保実

病理部 〈誌上発表〉

i~ 月 壬ロ1心11、1 文 ::tl 著 者 雑誌名〔巻， (号)頁~頁〕

2008 3 勝芽腫との鑑別が困難であった脳原発悪性 長尾紀H百，山下 理子 Tokushima R巴dCross Hospital 
リンパ腫の 11持剖例 近藤絵里，原 朋子 MedicalJournal 13( 1) : 43~48 

尾111奇敬治，後藤哲也

藤井 義幸

医療技術部栄養課 〈学会発表〉

年 )ヲ 1負 題 45 {員 者 寸tzL，- ぷzz〉、 名

2008 肥満症と食事療法 相下 I字子 第11回日本病態栄養学会年次

学術集会，京都

2 大腿骨骨折患者に有用な治療食を検討して 栢下 淳子，大和 春恵 第23回 日本静脈経腸栄養学

吉田 郁子，長江浩朗 会，京都

9 Effect of Serum Albumin and l-lemoglobin Kayashita A Yamato H 151h International Congress of 
by Inflammation Reaction Kawanishi T. Kinouchi K Dietetics. Y okohama 

Hamai K. Y oshida 1 

Naga巴H，Kayashita J 

10 女性大腿骨骨折患者に有用な治療食を検討 大和春恵，相下 淳子 第44回日本赤十字社医学会総

して 木内 和江，iJ~:)1二 和子 会，iliJlI路

吉田 郁子，長江浩朗
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事務部医療社会事業課 〈誌上発表〉

エι
日間I 文 窄l 著 者 雑誌名〔巻，(号)頁~頁〕

四国医学雑誌 64(3，4) : 

82~86 

移植医療の現状と推進に向けての取り 組み |加地 環

186業績目録 Tokushima Red Cross I-Iospital Medical Journal 
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